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    令和６年６月１０日 

議会報告・意見交換会報告書 

 

天童市議会議長  様 

代表者  狩野佳和 

記録員  滝口茂之 

班 員  遠藤喜昭 

市 民  11 名 

 

 

議会報告・意見交換会を開催したので、その概要を下記のとおり、報告します。 

 

記 

１ 日     時 令和６年５月２２日（水）午後７時～午後９時      

２ 会     場 市立高擶公民館 

３ 意見交換のテー

マ 

令和５年度の議会活動状況の報告 

地域課題について 

４ 意見交換の内容 

（議会・議員及び市政

に対する意見、提

言、要望等） 

市 民 議 員 

1 月に開催した議会報告会・

意見交換会で、テーマ毎に話

し合うというスタイルに変

えたのは、一時的なことなの

か。 

市立公民館での議会報告

会・意見交換会だと、町内会

役員の方が多くなりがちで、

女性や若い方々にも参加し

やすいように、方法や場所を

変えて実施している。今後、

継続するかは未定だが、一定

の効果はあるので、継続を検

討している。 

 

新スタジアムの経済効果は

どうなっているのか。 

これから人口が減ってくる

と思うが、経済波及効果は大

丈夫なのか。 

新スタジアム建設に伴う山

形県と天童市、近隣市町村の

モンテディオ山形が独自に

試算した数値は出ていたが、

天童市に限定した経済効果

の試算を市独自で行った。そ

の結果、現在 J２のままでも

年間約 7.7億円の経済効果が

あり、新スタジアム開業当初
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負担額はどうなっているの

か。 

 

 

で約 24 億円、将来的にＪ１

に昇格した場合は約 37 億円

の経済効果が期待できる内

容である。 

天童市の人口は減少しても、

交流人口が増えることで、経

済効果も増えるとみている。 

天童市の負担額は未定であ

る。山形県や近隣市町村の負

担額も決まっていないよう

である。 

 

新スタジアムを作ってＪ１

を目指すことになると思う

が、今の施設ではだめなの

か。 

現状のＪ２でも屋根がない、

など、基準を満たしていない

のが現状である。専用スタジ

アムは、臨場感が全く違い、

ファン拡大にも効果があり、

人を呼び込む効果は大きく、

海外や国内の他自治体での

例をみても効果は出ている。 

 

議会は、市執行部の予算や執

行内容を議員が審査するも

のだと思うが、21 名の議員の

中で一般質問をしない人が

いるのはどういうことか。 

天童市では、年４回の定例会

を開催し、議員は毎回一般質

問をできる。会派に所属して

いる議員は、会派を代表して

質問するケースもあるので、

必ずしも全員が質問をする

ものではない。職務上、議長、

副議長、監査委員は質問をす

ることができないことにな

っている。 

 

一般質問には通告と再質問

というのがあるようだが、ど

ういうことなのか。 

天童市議会会議規則におい

て、議会で発言をする場合に

は、事前に通告することが定

めてあるため、質問の内容を
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事前に通告している。 

一般質問は、先ず冒頭で通告

内容を一通り質問する。その

後、市長や執行部からの回答

内容について、再質問で切り

込むことができる。議員の持

ち時間は 30 分/１人（市側の

回答時間は含めない）であ

る。 

 

日本全体の人口減少が報道

され、消滅可能性自治体が公

表されているが、消滅とはど

ういうことなのか。 

 

消滅可能性自治体とは、民間

有識者で作る人口戦略会議

の考え方で、2010年から 2040

年までに、若年女性人口（20

～39 歳）が 5 割以上減少する

市区町村のことである。 

2024 年では、天童市は消滅可

能性自治体でなくなった。 

 

人口減少対策として何か取

り組みがあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者の市外流出を防ぐため、

賑わいの創出と雇用の場の

確保に取り組んでいる。ま

た、工業団地の開発も進み、

住宅地の拡大なども検討中

である。 

 

（調査結果） 

本市の人口減少対策は、ハー

ド事業としては、子育て支援

に向けた認定こども園や学

童保育の整備事業、雇用の場

の確保に向けた工業団地整

備事業などに取り組んでい

る。 

また、ソフト事業としては、

１８歳までの医療費無料化
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若い人だけをターゲットに

したものではなく、増加する

高齢者の課題も考えてほし

い。ＤＯＭＯＳＵなどもある

が、高齢者の足が必要であ

る。 

をはじめとする子育て支援

事業、移住・定住促進事業、

新婚世帯の家賃支援を行う

結婚新生活支援事業などに

取り組んでいる。 

 

高齢者の足の確保が、重要な

ことは認識している。ただ、

タクシー業界も運転手不足

が深刻な課題であり、運転手

も高齢化している。 

県外自治体を視察している

が、自動運転システムを運用

している自治体もある。 

 

（調査結果） 

予約制乗合タクシー「ドモ

ス」は市民の日常生活の移動

手段の確保を目的に運行し

ており、運転免許証を持たな

い高齢者の方にもご利用い

ただいている。２年に１回、

運行の見直しを行いながら、

より利用しやすい公共交通

機関となるよう努めていき

たいと考えている。 

高擶地区は、芳賀タウンの開

発で人口が急激に増えてい

る。芳賀タウン南には、町内

会が３つできたが、高擶地区

の消防団、交通安全、防犯、

見守り隊などの活動への参

加が見込めず、非常に困って

いる。 

市としても地域コミュニテ

ィ形成について協力しても

天童南部地区でも同様の課

題がある。 

今直ぐに回答することはで

きないが、課題として認識さ

せていただく。市執行部にも

伝える。 

 

（調査結果） 

地域コミュニティにおいて

重要なことは、地域内で話し
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らえないか。 

 

合い、合意を形成することと

考えている。市としては、情

報提供の点で協力できるも

のと考えている。なお、個別

の組織・団体の活動に関して

は、それぞれの各担当課に御

相談いただきたい。 

高擶地区から天童三中への

通学路は、田んぼの真ん中を

通らなければならず、トイレ

も電話もない、吹きさらしな

どで大変である。市としてス

クールバスを出してほしい。 

スクールバスの件について

は、一般質問した議員がいた

が、教育委員会の答弁では、

現時点ではスクールバスは

考えていないという回答で

ある。ＰＴＡ組織で、意見を

まとめることが、良いと思わ

れる。 

 

芳賀タウンの開発で、高擶小

学校の児童数は 10 年前に比

べ２倍に増えている。一方で

校舎は老朽化が進んでおり、

技能士１人では補修も追い

つかないのが現状であり、リ

ノベーションの予算化を望

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校校舎のトイレ改修

や照明のＬＥＤ化など進め

ているところである。 

 

（調査結果） 

高擶小学校は、令和３年度に

トイレの改修工事を、令和５

年度に照明のＬＥＤ化工事

を行っている。 

児童数増の対策として、令和

４年度には２階特別教室を

特別支援教室３クラスに改

修し、令和５年度には南校舎

の特別教室を通常教室２ク

ラスに改修した。令和６年度

は、中庭に教室棟を建設し、

音楽の授業の他、多目的に利

用できる教室を整備する。 

今後も学校施設の長寿命化

計画に基づき、計画的に改修
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芳賀タウンから高擶小学校

への通学路は、街路樹もなく

夏は非常に暑い。一部にハナ

ミズキの木を植えたが、途中

のままである。また、歩道の

花壇は整備されておらず、背

丈ほどの草が生える状況で

ある。除草剤をまいた時もあ

ったが、臭くてたまらない。 

 

を進める予定である。 

 

通学路の街路樹、花壇につい

ては、市執行部へ報告する。 

 

（調査結果） 

市道清池南小畑線の整備当

時、芳賀タウン側にハナミズ

キを数本植栽したが、土壌の

水はけの関係から、根が定着

せずに枯れてしまい、撤去し

た経過がある。また、舗装や

側溝などの道路施設の修繕

を優先的に取り組む必要が

あり、街路樹を新たに植える

ことは見合わせている。例年

６月から８月にかけて、市内

の道路の雑草の草刈りを実

施しており、御提言の箇所に

ついては７月中旬までに草

刈りを完了している。 

通学路の横断歩道、一時停止

線、止まれ等の標示が、薄い

部分があるので、新しく引き

直しして欲しい。また、道路

に凹みがあり、雨の日には車

に水をかけられるので直し

て欲しい。 

横断歩道、一時停止、止まれ

等の標示は、県公安委員会の

対応になる。町内会、交通安

全協会で市に要望すること

もできる。 

なお、本件は県道のようであ

るが市へ報告する。 

７ 所  感 

・多くの市民に参加いただき、意見や要望もたくさん聞か

せていただいた。 

・天童市内でも最も人口が増えている地域であり、元の地

域と離れた場所に開発された芳賀タウンとの関係性に苦慮

されていることがわかった。住宅地開発にあたっては、将

来のコミュニティ形成までを考えて進めていく必要がある

と感じた。 

 


